
中
村　

勲
人 

様　

享
年
72
歳

   

令
和
６
年
５
月
25
日
（
明
第
二
地
区
）

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

 

鈴
木　

博
之 

様　

享
年
68
歳

    

令
和
６
年
２
月
５
日
（
明
第
三
地
区
）

【
訃　

報
】

いち
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“絆”ふたたび

●松戸市民児協令和６年度総会
●第 41 回松戸市福祉大会
●部会・連絡会紹介/児童部会
●地区民児協活動紹介
  　 「松戸・馬橋・矢切・東部」
●民生委員の役割を深く知ろう！
  　 風水害に備える/災害時の情報収集手段
●ひきこもりと 8050 問題について考えよう！
●バス１日研修に行ってきました！
●編集後記

今
号
の
内
容

ゆいの花公園 
撮影：川本和和子 
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平川会長の挨拶

 

松
戸
市
民
児
協
　

理
事
会
構
成

　
　
　
　
　

（
令
和
６
年
４
月
現
在
）

会
長
　
　

平
川
茂
光(

明
第
三)

副
会
長
　

梶
原
栄
治(

東
部)

副
会
長
　

小
野
順
子(

小
金
北
部)

副
会
長
　

池
端
清
子(

六
実)

会
計
　
　
　

瀬
昌
知(

常
盤
平
団
地)

会
計
　
　

望
月
洋
子(

松
戸)

書
記
　
　

梅
本
み
な
子(

明
第
二)

書
記
　
　

星
野
進(

高
木)

理
事
　
　

山
内
幸
子(

明
第
一)

理
事
　
　

中
村
知(

明
第
四)

理
事
　
　

竹
内
恵
子(

矢
切)

理
事
　
　
　

野
英
典(

馬
橋)

理
事
　
　

吉
岡
寛
利(

馬
橋
西)

理
事
　
　

叶
隆
一(

新
松
戸)

理
事
　
　

上
村
佳
子(

常
盤
平)

理
事
　
　

中
村
康
子(

五
香)

理
事
　
　

塩
澤
凉
子(

小
金
南
部)

理
事
　
　

山
本
健
治(

小
金
原)

監
事
　
　

吉
田
順
子(

矢
切)

監
事
　
　

中
村
ま
え
子(

小
金
北
部)

  

　
　

昨
年
度
の
途
中
で
、
理
事
会
の
顔
ぶ
れ
と

　
　

役
職
が
一
部
変
わ
り
ま
し
た
。

会会長表彰者者 

原田 早苗 松戸

塚口 時子 松戸

鈴木 公一 明第二

深澤 孝子 馬橋

中嶋 弘行 馬橋西

叶 隆一 新松戸

釘宮 要輔 五香

鈴木 道代 小金南部

中山 ゆかり 小金南部

西村 隆一 小金原

 �

　

令
和
６
年
４
月
17
日
松
戸
市
民
劇
場
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
本
郷
谷
松
戸
市
長
を
は

じ
め
多
く
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
て
、
松

戸
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
令
和

６
年
度
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
川
会
長
の
挨
拶
で
は
、
本
年
１
月
１

日
に
起
き
た
能
登
半
島
地
震
に
関
連
し
て
、

災
害
時
の
民
生
委
員
と
し
て
の
向
き
合
い

方
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
の
活
動
方
針
は
前

年
度
に
引
き
続
き
２
つ
の
大
き
な
柱
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

１
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童

　
　
委
員
活
動
の
強
化
と
推
進

２
、
災
害
等
に
備
え
た
民
生
委
員
・
児
童

　
　
委
員
、
主
任
児
童
委
員
活
動
の
推
進

　

令
和
５
年
度
事
業
報
告
、
収
入
支
出
決

算
な
ら
び
に
監
査
報
告
、
令
和
６
年
度
事

業
計
画
（
案
）
、
収
入
支
出
予
算
（
案
）
の

４
つ
の
議
案
す
べ
て
が
、
審
議
・
可
決
さ

れ
ま
し
た
。（
代
議
員
１
８
８
名
中
、
出
席

者
１
７
１
名
、
委
任
状
11
名
の
１
８
２
名
）

　

最
後
に
、
民
生
委
員
の
歌
「
花
咲
く
郷

土
」
を
全
員
で
歌
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
主
な
研
修
と
し
て
、
９
月
20

日
（
金
）
中
堅
民
生
委
員
児
童
委
員
研
修
会
、

10
月
３
日
（
木
）
全
体
研
修
会
が
、
い
ず
れ

も
森
の
ホ
ー
ル
21
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
総
会
開
催
に
あ
わ
せ
て
６
年
以

上
の
活
動
を
さ
れ
た
10
名
の
委
員
が
功
労

を
讃
え
ら
れ
、
会
長
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

愛の小鳩 ・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・･・・・ 松戸市民児協だより  令和6年８月１日発行  第66号   2

 

　

令
和
６
年
２
月
４
日
松
戸
市
民
会
館
に
お

い
て
「
松
戸
市
制
施
行
80
周
年
記
念
第
41
回

松
戸
市
福
祉
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
の
松
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
昨

年
小
川
早
苗
氏
が
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
特
別
功
労
と
し
て
、
前
会
長
の
文
入

加
代
子
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
多
く
の

民
生
委
員
が
、

民
生
委
員
児

童
委
員
功
労

他
で
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
４
年
ぶ
り
に
第
２
部
が
開
催
さ
れ
、

松
戸
市
立
第
六
中
学
校
管
弦
楽
部
に
よ
る
演

奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
１
、
２
学
年
35
名

（
２
月
時
点
）
の
部
員
に
よ
る
す
ば
ら
し
い

演
奏
で
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム

後
半
で
は
松
戸

市
出
身
の
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
坂
本
タ

ク
ヤ
氏
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
も
あ
り
、
楽

し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

松
戸
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　
　
　
　
　

令

和

６

年

度

総

会

第
41
回
松
戸
市
福
祉
大
会

市立第六中管弦楽部のすばらしい演奏

「
８
０
５
０
問
題
」

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

の年
ぶ
り
に
第
２
部
が
開
催
さ
れ松戸市社会福祉協議会

小川早苗会長

点
）
の
部
員
に
よ
る
す
ば
ら

い

た
。

ラ
ム

松
戸

シ
ン

グ
ラ

本
タ

の
コ

シ
ョ楽

を
過

た
。

市立第六中管弦楽部のすばらしい演奏
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活
動
目
標

　

講
演
会
や
施
設
見
学
研
修
会
な
ど
の
事
業
を
と
お

し
て
、
知
識
・
見
識
を
深
め
ま
す
。
地
域
の
子
ど
も

た
ち
の
見
守
り
活
動
や
支
援
活
動
に
役
立
て
、
支
援

で
き
る
機
関
に
つ
な
ぎ
、
必
要
な
対
応
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
は
「
松
戸
市
の
子
ど
も
へ
の
支
援
の

実
態
を
知
る
」
を
年
間
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
主
に

子
ど
も
に
関
す
る
専
門
の
講
師
を
招
き
、
支
援
の
必

要
性
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
は
、
よ
り
一
層
見
識
を
深
め
る
た
め

の
講
演
会
・
施
設
見
学
を
計
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

☎
０
８
０
０-

８
０
０-

９
３
６
６

部会会・会・連絡会紹介 児 童 部 会

令和６年度１月 事業Ⅳ
松戸キャラバン隊『たねっこ』

「「「「「「「「「「地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域のののののののののののののののののの子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどももももももももももたたたたたたたたたちちちちちちちちちちののののののののののの健健健健健健健健健健健健健健健健全全全全全全全全全全全全全全全全全ななななななななななななななななな成成成成成成成成成成成成成成成長長長長長長長長長長長長長をををををををををを願願願願願願願願願願願いいいいいいいいい」」」」」」」「「「「地地地地地地地地地地地域域域域ののののののののののののののの どどももた のののののののの健健健健健健健健健健健健健健健全全全ななななななななな成 を願願願願願願い「地域の子どもたちの健全な成長を願い」「地域の子どもたちの健全な成長を願い」

子どものために熱く活動する児童部会

R５年度事業計画・予算の決定

令和５年度活動報告 

　

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
・
子
ど
も

の
現
状
・
子
ど
も
や
子
育
て
世
代
が
抱

え
る
諸
問
題
に
対
し
て
、
子
ど
も
を
支

援
し
て
い
る
関
係
機
関
の
方
々
か
ら
、

ど
ん
な
支
援
を
し
て
い
る
の
か
を
学
び

ま
す
。
子
ど
も
に
関
わ
る
問
題
に
対
し

て
ど
う
向
き
あ
え
ば
よ
い
の
か
、
ど
う

活
動
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
考
え
、
各
地

区
で
の
支
援
活
動
に
活
か
さ
れ
る
取
り

組
み
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る

環
境
で
健
や
か
な
成
長
が
で
き
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

児童部会長

左近
さ こ ん

充
じゅう

和子

（小金原地区）

運
営

　

年
間
隔
月
で
６
回
程
度
の
定
例
会
を
も

ち
、
任
期
３
年
間
を
見
据
え
て
事
業
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
に
関
わ
る
諸
問

題
、
多
様
な
支
援
活
動
な
ど
、
学
び
た
い

こ
と
を
、
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し

合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
で
企
画
し
た
事
業
を
順

次
開
催
し
て
い
ま
す
。

５月 

７月 事業Ⅰ 「児童虐待の対応について」

９月
 事業Ⅱ ①学童保育概要・子どもを取り巻く環境・児童の現状、問題点

②地域で私たちができること（小金原子ども食堂の実績を通して）

１１月 事業Ⅲ 「まつどっ子未来のために今」松戸市教育委員会社会教育課

R6・・１月 事業Ⅳ 松戸キャラバン隊『たねっこ』

R６６・３月月 R６年度事業計画・予算の検討

５月 R５年度活動報告・収支報告。R６年度の事業計画・予算の決定

７月 事業Ⅰ 出前講座「子どもの貧困について」

９月 事業Ⅱ 「子どもの居場所、子ども食堂から見える子どもの貧困について」

１１月 事業Ⅲ 子山ホーム見学（児童養護施設：いすみ市）

R７７・１月月 事業Ⅳ 各地区の情報交換

R７７・３月月 R７年度事業計画・予算の検討

令和５年度　活動予定令和５年度　活動予定

R５年度事業計画・予算の決定

令和６年度　活動予定令和６年度　活動予定



馬
橋
地
区
民
児
協

会
長
名
：
望
月　

洋
子　
　

直
近
の
委
員
数
：
37
名

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
：
「
見
守
り
を
心
で
つ
な
ぐ
福
祉
の
輪
」

町
会
・
自
治
会
：
２
町
会

13
自
治
会　

２
管
理
組
合

小
・
中
学
校
：
市
立
小
学
校
４
校　

市
立
中
学
校
３
校

施
設
等
：
市
民
会
館　

市
民
劇
場　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

市
立
図
書
館
本
館　

本
庁
地
区
社
協　

キ
テ
ミ
テ
マ
ツ
ド

地
区
定
例
会
：
毎
月
第
２
水
曜
日　

開
始
時
間
13
：
30
〜

　

松
戸
地
区
は
、
松
戸
駅
周
辺
か
ら

葛
飾
橋
、
国
道
６
号
線
を
渡
っ
て
陣

ケ
前
ま
で
を
37
名
の
委
員
で
担
当
し

て
い
ま
す
。

　

今
期
は
１
期
・
２
期
目
の
委
員
が

多
い
の
で
、
定
例
会
で
は
、
研
修
会

等
の
ほ
か
に
、
先
輩
委
員
の
体
験
や

助
言
を
も
と
に
日
々
の
活
動
の
参
考

に
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

年
２
回
の
一
斉
友
愛
訪
問
時
に
、
80

歳
以
上
の
お
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
に

は
イ
ン
ス
タ
ン
ト
み
そ
汁
や
お
茶
菓

子
を
持
参
し
て
い
ま
す
。
さ
さ
や
か

な
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
が
、
皆
さ
ん
楽

し
み
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
地
区
社
協
で
開
催
し
て
い

る
「
ふ
れ
あ
い
会
食
会
」
、「
サ
ロ
ン

だ
ん
ら
ん
」
、「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
や

「
本
庁
地
区
市
民
運
動
会
」
、
地
区

内
の
小
学
校
３
校
、
中
学
校
２
校
が

参
加
す
る
「
ふ
れ
あ
い
音
楽
祭
」
に

協
力
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
方
々
と

交
流
が
で
き
る
良
い
機
会
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員

が
地
域
や
行
政
・
地
区
社
協
と
連
携

し
、
よ
り
良
い
活
動
を
心
が
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

ふれあい会食会の様子 地区定例会の様子

会
長
名
：　

野　

英
典　
　

直
近
の
委
員
数
：
34
名

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
：
「
馬
橋
地
区　

多
く
の
愛
で　

見
守
る
目
」

町
会
・
自
治
会
：
21
町
会

小
・
中
学
校
：
市
立
小
学
校
６
校　

市
立
中
学
校
２
校

高
校
：
県
立
松
戸
高
校

施
設
等
：
馬
橋
東
市
民
セ
ン
タ
ー　

萬
満
寺　

テ
ラ
ス
モ
ー
ル

地
区
定
例
会
：
毎
月
第
２
土
曜
日　

開
始
時
間
13
：
30
〜

土
口

　

馬
橋
地
区
は
、
Ｊ
Ｒ
馬
橋
駅
東
側
、

北
は
幸
谷
、
東
は
八
ケ
崎
、
南
は
新
作
、

中
和
倉
を
担
当
地
区
と
し
て
い
ま
す
。

萬
満
寺
は
鎌
倉
時
代
に
建
立
さ
れ
た
お

寺
で
、
仁
王
様
の
両
足
の
間
を
く
ぐ
る

と
病
魔
災
害
を
防
ぎ
、
丈
夫
に
な
る
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
内
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
「
ゆ
め
い
ろ
バ
ス
」
が
運
行
し
て
お

り
、
住
民
の
足
と
し
て
広
く
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

当
民
児
協
は
、
地
域
の
実
情
を
深
く

理
解
し
、
地
区
社
協
と
連
携
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
、
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
高
齢
者
部
で
は
、
ふ
れ
あ
い

会
食
会
を
中
心
に
活
動
を
し
て
い
ま
す

が
、
秋
に
は
新
た
な
事
業
を
計
画
中
で
す
。

ふ
だ
ん
「
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん

か
？
」
と
い
う
何
気
な
い
ひ
と
言
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
安
否
確
認
、
訪
問

先
の
皆
さ
ん
に
き
っ
と
心
強
い
言
葉
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
声
か

け
が
防
犯
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？　

安
心
し
て
住
み
や
す

い
町
づ
く
り
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

委
員
全
員
が
住
民
の
笑
顔
を
励
み
に
、

こ
れ
か
ら
も
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

地区定例会

活発な発言に対応
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矢
切
地
区
民
児
協

会
長
名
：
竹
内　

恵
子　
　

直
近
の
委
員
数
：
25
名

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
：
「
元
気
！　

チ
ー
ム
矢
切
」

町
会
・
自
治
会
：
19
町
会　

小
・
中
学
校
：
市
立
小
学
校
３
校　

市
立
中
学
校
１
校

高
校
：
県
立
矢
切
特
別
支
援
学
校

施
設
等
：
総
合
福
祉
会
館　

千
葉
県
西
部
防
災
セ
ン
タ
ー　

松
戸
警
察
署

　
　
　
　

柿
ノ
木
台
公
園
体
育
館　

二
十
世
紀
が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

地
区
定
例
会
：
毎
月
第
３
木
曜
日　

開
始
時
間
13
：
30
〜

会
長
名
：
梶
原　

栄
治　
　

直
近
の
委
員
数
：
30
名

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
：「
困
っ
た
と
き
に
ま
ず
一
言　

そ
ん
な
時
の
お
手
伝
い

　
　
　
　
　
　
　
　

一
緒
に
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
！
」

町
会
・
自
治
会
：
９
町
会　

８
自
治
会

小
・
中
学
校
：
市
立
小
学
校
６
校　

市
立
中
学
校
３
校　

高
校
：
県
立
３
校　

市
立
１
校　

私
立
１
校

施
設
等
：
ひ
が
ま
つ
テ
ラ
ス　

東
部
市
民
セ
ン
タ
ー　

東
部
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

地
区
定
例
会
：
毎
月
第
２
金
曜
日　

開
始
時
間
13
：
30
〜

　

矢
切
地
区
は
、
松
戸
市
の
南
西
部

に
位
置
し
、
３
分
の
１
が
矢
切
耕
地
、

３
分
の
２
が
宅
地
の
江
戸
川
と
豊
か

な
自
然
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
す
。　

　

今
期
か
ら
約
半
数
が
新
し
い
委
員

と
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
引
き
継
が

れ
て
き
た
「
地
域
を
想
う
心
」
に
新

た
な
感
性
を
取
り
入
れ
な
が
ら
日
々

活
動
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。

　

個
々
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

活
動
と
並
行
し
て
、
地
区
社
協
と
も

連
携
を
は
か

り
、
ふ
れ
あ

い
広
場
で
の

結
婚
50
年
事

業
へ
の
協
力

を
は
じ
め
と

し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
研
修

会
に
も
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
地
区
に
あ
る
西
部
防
災

セ
ン
タ
ー
で
の
災
害
体
験
を
年
に
１

度
行
い
、
防
災
に
対
す
る
意
識
を
高

め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
矢
切
地
区
で
も
、
グ
リ

ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
（
グ
リ
ス

ロ
）
が
令
和
６
年
４
月
に
運
行
開
始

と
な
り
ま
し
た
。
買
い
物
、
病
院
な

ど
へ
の
送
迎
だ
け
で
な
く
、
当
地
区

に
あ
る
総
合
福
祉
会
館
で
の
各
種
催

し
物
へ
の
参
加
利
用
に
つ
な
げ
ら
れ

る
よ
う
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

「
元
気
！　

チ
ー
ム
矢
切
」

を
合
言
葉
に
、

互
い
に
協
力
し
、

地
域
の
方
々
の

心
を
ひ
と
つ
に

つ
な
げ
る
お
手

伝
い
を
心
が
け

て
い
ま
す
。

地区での施設研修

地区定例会

東
部
地
区
民
児
協

和気あいあいと活動中

笑顔を心掛け、地域に元気を届けます
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東
部
地
区
は
そ
の
名
の
通
り
松
戸

市
の
東
部
に
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
武
蔵

野
線
と
北
総
線
の
交
わ
る
東
松
戸
駅

を
中
心
に
、
近
年
大
変
多
く
の
マ
ン

シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
、
人
口
が
増
加

し
ま
し
た
。
２
０
１
７
年
に
は
松
戸

市
内
で
は
29
年
ぶ
り
と
な
る
小
学
校

（
東
松
戸
小
学
校
）
の
新
設
も
あ
り
、

高
齢
化
率
で
は
松
戸
市
全
体
の
25
・

９
％
に
対
し
て
東
部
地
区
は
21
・
３

％
と
、
と
て
も
若
い
地
区
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
た

ち
の
数
が
増

え
、
２
万
２

千
世
帯
の
約

５
万
人
が
暮

ら
す
、
松
戸

市
内
で
最
大

規
模
の
地
区

と
な
っ
て
い

ま
す
。
15
歳

か
ら
64
歳
ま

で
の
生
産
年

齢
人
口
が
３

万
人
を
超
え
て
い
ま
す
が
、
一
方
で

65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
も
新
松
戸

地
区
と
並
び
１
万
人
を
超
え
る
高
齢

者
の
多
い
地
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
期
待
さ
れ

る
役
割
は
ま
す
ま
す
多
岐
に
わ
た
っ

て
き
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
町
会
、
自
治
会
、
地
区
社
協

な
ど
と
連
携
し
て
、
地
道
に
安
心
安

全
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。



松戸市マイ・タイムライン

＜総務部危機管理課＞

松戸市内水ハザードマップ

＜建設部下水道整備課＞

（マップ） （情報）
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内水氾濫　　　　　　外水氾濫
ないすいはんらん　　　　　　　　　　　　がいすいはんらん

　
　
　

＊
取
材
を
終
え
て
＊

　

日
頃
よ
り
支
援
対
象
の
方
々
と

の
関
係
を
密
に
し
、
速
や
か
に
対

応
を
す
る
こ
と
が
大
切
と
痛
感
し

ま
し
た
。

　

松
戸
市
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
松
戸
市

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
な
ど
も
活

用
し
ま
し
ょ
う
！

民
生
委
員
の
役
割
を
深
く
知
ろ
う
！

65
号
で
松
戸
市
危
機
管
理
課
に
災
害
に

対
す
る
備
え
・
災
害
時
の
民
生
委
員
の
役

割
等
に
つ
い
て
取
材
し
ま
し
た
が
、
今
回

66
号
で
は
、
災
害
の
中
で
も
特
に
風
水
害

に
特
定
し
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

〇
外
水
氾
濫
と
内
水
氾
濫

　

台
風
以
外
に
も
ゲ
リ
ラ
豪
雨
・
線
状
降

水
帯
の
発
生
に
よ
り
、外
水
氾
濫（
洪
水
）

と
共
に
内
水
氾
濫
に
も
注
意
が
必
要
に
な

っ
て
い
ま
す
。
内
水
氾
濫
と
は
、
想
定
を

超
え
た
雨
量
が
下
水
道
（
雨
水
管
）
の
排

水
能
力
を
超
え
て
し
ま
っ
た
時
に
起
こ
る

下
水
の
逆
流
、
道
路
の
側
溝
清
掃
不
足
に

よ
る
浸
水
や
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
冠
水
な
ど

で
す
。

〇
土
砂
災
害

　

台
風
・
線
状
降
水
帯
の
接
近
、
長
雨
な

ど
の
際
は
、
崖
地
に
近
接
し
て
い
る
土
砂

災
害
警
戒
区
域
の
住
宅
に
避
難
指
示
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

〇
避
難
行
動

　

危
険
な
状
況
に
な
る
前
に
早
め
に
避
難

す
る

　

＊
状
況
確
認
の
た
め
に
外
に
出
な
い

　

＊
冠
水
時
、
徒
歩
避
難
の
際
に
は
、
マ

　
　

ン
ホ
ー
ル
な
ど
に
落
ち
な
い
よ
う
、

　
　

傘
の
先
な
ど
で
足
元
を
確
認
し
、
慎

　
　

重
に
歩
く

　

＊
事
前
情
報
の
確
認
と
早
め
の
避
難

〇
避
難
所
の
開
設
と
運
営

　

令
和
元
年
の
台
風
15
号
・
19
号
の
被
災

状
況
を
踏
ま
え
、
松
戸
市
で
は
「
風
水
害

時
の
避
難
所
開
設
方
針
」
を
定
め
て
い
ま

す
。
基
本
は
市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
施
設
、

小
中
高
等
学
校
。
（
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
所

も
、
和
名
ヶ
谷
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
小
金
原
体
育
館
に
開

設
す
る
）

　

地
震
と
異
な
り
風
水
害
の
場
合
は
リ
ー

ド
タ
イ
ム
（
避
難
準
備
期
間
）
が
あ
り
ま

す
。
被
害
も
数
日
で
落
ち
着
く
見
込
み
の

た
め
、
市
の
担
当
職
員
２
～
３
名
で
対
応

す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
災
害
の
規
模
に

よ
り
長
引
く
場
合
は
、
避
難
者
自
身
や
地

域
の
運
営
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
風
水
害
の
恐
れ
の
あ
る
時
は
、
災
害
の

　

起
こ
る
前
に
、
支
援
対
象
の
方
々
に
早

　

め
の
避
難
を
呼
び
か
け
る

②
風
水
害
の
発
生
後
は
、
民
生
委
員
が
救

　

助
に
向
か
う
こ
と
は
で
き
な
い
事
を
前

　

も
っ
て
お
知
ら
せ
し
て
お
く　

災
害
時
の
情
報
収
集
手
段

１　

防
災
行
政
無
線
：

　
　
　

再
確
認
し
た
い
場
合
は

　
　

☎
０
８
０
０

☎
０
８
０
０-

８
０
０

８
０
０-

９
３
６
６

９
３
６
６

２　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
デ
ー
タ
放
送

　

・
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
合
わ
せ
る

　

・
リ
モ
コ
ン
の

d
ボ
タ
ン
を
押
す

　

・
地
域
の
防
災
・
生
活
情
報
を
選
択

３　

松
戸
市
か
ら
の
情
報

　
　

テ
レ
フ
ォ
ン
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス

・
登
録
方
法
は
防
災
対
策
の
Ｈ
Ｐ
を
参
照

部会・連絡会紹介 児 童 部 会

ホームページ　　   X(旧Ｔwitter)　

防災対策  　安全安心メール 

松戸市公式

「地域の子どもたちの健全な成長を願い」

令和５年度　活動予定

令和６年度　活動予定
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不
登
校
に
悩
む
親
た
ち
の
願
い
か
ら

始
ま
り
、
ひ
き
こ
も
り
全
般
へ
の
支
援

を
目
的
と
し
て
２
０
１
７
年
に
立
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
関
係
者
会
議
は
隔
月

第
３
火
曜
日
に
開
催
し
て
、
情
報
や
意

見
の
交
換
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

悩
み
を
聴
い
て
も
ら
う
こ
と
で
ご
家

族
が
元
気
に
な
り
、
ご
本
人
も
元
気
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
状
況
に
合
わ
せ
た

理
解
と
対
応
が
必
要
で
、
ご
本
人
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
た
ま
っ
て
き
た
時
に
家
庭

外
に
居
場
所
が
見
つ
か
る
と
、
社
会
参

加
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
に
参
加
し
、
声
を
か
け
ら
れ

た
り
、
感
謝
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
、

生
き
る
自
信
を
取
り
戻
す
き
っ
か
け
に

な
り
ま
す
。
長
い
目
で
見
守
り
寄
り
添

う
こ
と
が
大
切
と
の
こ
と
で
し
た
。

▽
ひ
き
こ
も
り
問
題
の
課
題

①
親
世
代
が
介
護
状
態
に
な
っ
て
初
め

　

て
ひ
き
こ
も
り
の
現
状
が
明
ら
か
に

　

な
る
（
80
代
の
親
が
50
代
の
子
の
生

　

活
を
支
え
る
経
済
的
・
精
神
的
な
負

　

担
「
８
０
５
０
問
題
」

「
８
０
５
０
問
題
」
）

②
年
齢
に
と
ら
わ
れ
な
い
継
続
的
な
支

　

援
の
仕
組
み
の
必
要
性

③
支
援
に
つ
な
が
ら
な
い
人
へ
の
対
応

④
必
要
な
情
報
を
必
要
な
人
に
届
け
る

⑤
社
会
の
無
知
と
偏
見
の
解
消

▽
民
生
委
員
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　
障
害
等
を
抱
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
場

合
は
公
的
機
関
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
う
で
な
い
場
合
は
、
ご
本
人
と
家
庭
の

意
向
が
ま
ず
は
優
先
で
す
。
ひ
き
こ
も
り

は
誰
に
も
起
こ
り
う
る
と
理
解
し
て
く
だ

さ
い
。
本
人
や
家
族
が
孤
立
し
な
い
よ
う

に
、
地
域
の
一
員
と
し
て
話
を
「
傾
聴
」

し
、
悩
み
を
共
有
し
、
見
守
り
、
相
談
に

乗
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
お
話
で
し
た
。

ひきこもり応援ネット

３ つ の 目 標

相談窓口の明記と周知

家庭外の居場所作り

各支援機関とのつながり

「
ひ
き
こ
も
り
応
援
ネ
ッ
ト
」
を
立
ち
上
げ
た
ひ
き
こ
も
り
の

　
親
の
会
「
よ
っ
と
い
で
！
」
の
方
の
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た

「ひきこもり応援ネット」とは？

松戸市の近隣でひきこもりの親の声かけで支援を

している団体のネットワークです。（参加団体の一部）

　　　松戸市役所障害福祉課・就労準備支援室、

　　　松戸市社会福祉協議会、松戸市基幹相談　

　　　支援センター、中核地域生活支援センター

　　　「ほっとねっと」・就労移行支援事業所、

　　　ひきこもりの親の会「よっといで！」、

　　　「不登校親子応援ねっと」、第二東京弁護士

　　　会、自立訓練事業所、まつど地域若者サポ

　　　ートステーション、不登校を考える東葛の会

　　　「ひだまり」、松戸・柏・流山の民間支援機関

　　　他

　　　　

（15～39歳）
★きっかけ
・不登校
・職場になじめなかった
・就職活動がうまくいかなかった
・人間関係がうまくいかなかった
・病気
・受験に失敗した
・大学になじめなかった
★ひきこもりの期間　　　　　　
・7年以上：34.7％
★関係機関に相談した経験
・ない：55.9％

（40～64歳）　
★きっかけ
・退職したこと
・人間関係がうまくいかなかった
・病気
・職場になじめなかった
・就職活動がうまくいかなかった
・学生時代の不登校

★ひきこもりの期間　　　　　　
・7年以上：46.7％
★関係機関に相談した経験
・ない：55.6％

「ひきこもり」の定義

　様々な要因の結果として、就学や就労、交遊など
の社会的参加を避けて、原則的には６ヶ月以上にわ
たって概ね家庭にとどまり続けている状態のこと
（他者と交わらない形での外出をしている場合も含む）
「ひきこもりの評価・支援に関するガイドライン」より（厚労省）

「ひきこもり」全国で146万人！

　内閣府の2023年3月公表の調査結果による推計値で、
子どもから中高年までの全世代の推計が明らかになる
のは初めてとのことです。15～64歳のうち約50人に1
人がひきこもり状態に該当することになります。
（この結果には新型コロナウイルス流行の影響もあるとのことです）

（15-39歳）「若者の生活に関する調査報告書」（2016）　　（40-64歳）「生活状況に関する

調査報告書」（2019）　　いずれも内閣府調査

＊(厚労省)まず知ろう！
　「ひきこもりＮＯＷ」！

＊(厚労省)「ひきこもりの
　評価・支援に関する
　ガイドライン」

＊松戸市ひきこもりに
　関する相談窓口

＊ひきこもり応援ネット

＊不登校親子応援ねっと
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令
和
６
年
５

令
和
６
年
５
月
25
日
（
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第
二
地
区
）

日
（
明
第
二
地
区
）

　

広
報
委
員
会
で
は
令
和
６
年
１
月
12
日

バ
ス
１
日
研
修
会
を
実
施
し
、
建
設
技
術

展
示
館
、
社
会
福
祉
法
人
陽
光
会
、
松
戸

市
立
第
一
中
学
校
み
ら
い
分
校
を
見
学
し

て
き
ま
し
た
。

１
建
設
技
術
展
示
館

　

松
戸
市
五
香
に
あ
る
国
土
交
通
省
建
設

技
術
展
示
館
は
、
最
新
の
建
設
技
術
や
取

り
組
み
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
車
椅
子
や
白
杖

体
験
な
ど
が
で
き
る
「
見
て
、
触
れ
て
！

知
る
（
学
べ
る
）
！
」
体
験
型
施
設
で
す
。

　

展
示
館
の
概
要
説
明
と
災
害
対
応
に
つ

い
て
の
画
像
を
拝
見
し
た
あ
と
、
２
班
に

分
か
れ
、
車
両
格
納
庫
の
見
学
と
バ
リ
ア

フ
リ
ー
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

車
両
格
納
庫
に
は
災
害
対
応
の
特
殊
車

両
が
あ
り
、
そ
の
特
徴
等
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
車

両
は
主
に
関
東
地
区
の

災
害
時
に
出
動
す
る
車

両
と
の
こ
と
で
す
が
、

１
月
の
能
登
半
島
地
震

で
は
こ
こ
か
ら
も
13
台

派
遣
し
た
と
の
こ
と
で

す
。
車
両
に
は
災
害
時

に
打
ち
合
わ
せ
や
泊
ま

り
込
み
が
で
き
る
対
策

本
部
車
や
待
機
支
援
車
、

排
水
ポ
ン
プ
車
、
照
明

車
、
ま
た
、
橋

梁
点
検
用
の
特

殊
車
両
な
ど
も

あ
り
ま
し
た
。

　

バ
リ
ア
フ
リ

ー
の
体
験
で
は
、

２
人
１
組
で
車

椅
子
と
白
杖
を

体
験
し
ま
し
た
。

車
椅
子
で
は
、
わ
ず
か
な
段
差
で
も
乗
り

越
え
に
苦
労
し
ま
し
た
。
ま
た
白
杖
を
頼

り
に
道
を
歩
く
と
、
ま
っ
す
ぐ
に
歩
こ
う

と
し
て
も
、
少
し
の
傾
斜
で
車
道
側
に
寄

っ
て
し
ま
い
、
補
助
役
な
し
で
は
と
て
も

不
安
で
し
た
。

２
社
会
福
祉
法
人
陽
光
会

　

社
会
福
祉
法
人
陽
光
会
に
は
い
ろ
い
ろ

な
高
齢
者
向
け
の
施
設
や
事
業
が
あ
り
、

今
回
は
旭
町
の
複
数
の
施
設
を
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
陽
光
苑

65
歳
以
上
で
、
要
介
護
３
以
上
の
方
が

入
所
で
き
ま
す
。
希
望
が
あ
れ
ば
施
設
で

看
取
り
も
で
き
ま
す
。

②
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
サ
ン
パ
テ
ィ
オ

　

要
支
援
２
～
要
介
護
５
の
認
知
症
の
方

で
共
同
生
活
を
通
し
て
生
き
が
い
や
楽
し

み
を
持
ち
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し

ま
す
。

③
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
サ
ン
パ
テ
ィ
オ

　

要
支
援
１
～
要
介
護
５
の
方
で
、
通
い

と
訪
問
、
宿
泊
が
で
き
る
制
度
で
す
。
ご

本
人
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
ご
自
宅
で
の

自
立
し
た
生
活
を
支
え
ま
す
。

④
ケ
ア
ハ
ウ
ス
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

　

自
立
し
た
生
活
が
困
難
あ
る
い
は
不
安

な
60
歳
以
上
の
方
が
、
食
事
・
掃
除
・
洗

濯
な
ど
の
支
援

を
受
け
な
が
ら

暮
ら
し
ま
す
。

介
護
認
定
要
件

は
あ
り
ま
せ
ん
。

個
室
で
簡
易
キ

ッ
チ
ン
の
設
備

が
あ
り
、
外
出

や
買
い
物
を
自

由
に
楽
し
め
ま

す
。

　

高
齢
者
ひ
と

り
ひ
と
り
の
状
況
や
ご
本
人
の
希
望
は
多

様
で
す
。
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
施
設
や
事

業
に
つ
い
て
知
り
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

３
松
戸
市
立
第
一
中
学
校
み
ら
い
分
校

　

入
学
は
、
春
と
秋
の
年
２
回
。
学
び
直

し
を
し
た
い
人
や
、
中
学
校
を
卒
業
し
て

い
な
い
人
の
た
め
の
公
立
夜
間
中
学
で
す
。

　

入
学
で
き
る
年
齢
は
15
歳
を
超
え
た
方

で
す
。
見
学
日
時
点
で
在
籍
生
徒
は
10
代

～
50
代
と
年
齢
は
幅
広
く
、
10
代
の
生
徒

が
多
い
と
の
こ
と
で
す
。
学
習
内
容
は
４

つ
の
コ—

ス
が
あ
り
、
面
談
を
経
て
、
個

々
の
学
習
能
力
に
応
じ
た
授
業
が
受
け
ら

れ
ま
す
し
、
外
国
ル
ー
ツ
の
生
徒
の
た
め

の
日
本
語
指
導
も

あ
る
そ
う
で
す
。

授
業
料
は
無
料
で

す
が
、
教
材
費
や

保
険
料
な
ど
は
必

要
で
す
。
学
習
時

間
は
、
午
後
５
時

20
分
か
ら
８
時
45

分
ま
で
で
す
。

　

始
業
前
の
訪
問

で
、
直
接
生
徒
の

皆
さ
ん
と
お
話
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

紹
介
映
像
等
を
と
お
し
て
、
学
校
生
活
の

様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

バ
ス
１
日
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！

令和６年能登半島地震災害義援金受付中
（松戸市福祉政策課地域福祉担当室）

 
 

 

 
 

 

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
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表
紙
の
写
真
を
撮
り
に
「
ゆ
い
の
花
公

園
」
に
行
き
ま
し
た
。
園
内
に
は
新
緑
の

美
し
さ
と
季
節
の
花
が
咲
き
誇
り
、
青
空

が
と
て
も
美
し
く
、
気
持
ち
の
良
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。　

（
３
班
永
田
）

編
集
後
記

「
愛
の
小
鳩
」
66
号

発　

行　

日　

令
和
６
年
８
月
１
日

発
行
責
任
者　

松
戸
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
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